
　

ほ
と
ん
ど
が
明
治
期
の
史
料
で
あ
る
一
方
で
中
に
は
史
料
の
特
徴
と
し
て
異
質
な
約

四
三
〇
点
の
中
世
～
近
世
期
の
文
書
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
「
桂
宮
家

が
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
断
絶
し
た
際
に
、
そ
の
残
務
整
理
に
敬
三
が
関
わ
っ

た
よ
う
で
、
雑
文
書
を
手
元
に
引
取
っ
た
も
の
」
で
あ
り
、
桂
宮
家
旧
蔵
の
史
料
で
あ

る
こ
と
が
上
野
秀
治
氏
に
よ
り
推
測
さ
れ
て
い
る（

３
）。

　

近
年
、
学
習
院
大
学
史
料
館
内
に
て
香
川
家
史
料
に
関
す
る
整
理
・
調
査
活
動
を
進

め
る
中
で
、
こ
の
近
世
史
料
の
意
義
が
再
確
認
さ
れ
て
き
た
。
一
部
史
料
に
関
し
て
は

学
習
院
大
学
史
料
館
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
秋
季
特
別
展
示
「
筆
が
織
り
な
す
皇
室

の
美
」
に
出
陳
し
、
公
開
が
な
さ
れ
た（

４
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
今
後
利
用
に
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
い
く
つ

か
の
ハ
ー
ド
ル
を
抱
え
て
い
る
。
近
年
、
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
べ
く
当
館
の
田
中

潤
氏
と
と
も
に
香
川
家
史
料
所
収
の
旧
桂
宮
家
史
料
に
つ
い
て
整
理
・
調
査
を
進
め
て

お
り
、『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
本
号
に
「
香
川
家
史
料
所
収
旧
桂
宮
家
所
蔵
史

料
の
翻
刻
と
解
説
（
一
）
─
和
歌
関
係
宸
翰
」
と
し
て
そ
の
成
果
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
香
川
家
史
料
所
収
の
旧
桂
宮
家
史
料
に
つ
い
て
現
段
階
で
の
調
査
状
況

を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
香
川
家
史
料
に
本
史
料
群
が
含
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

桂
宮
家
最
後
の
当
主
で
あ
る
淑す

み

子こ

内
親
王
の
薨
去
に
と
も
な
う
桂
宮
家
廃
絶
の
過
程
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

は
じ
め
に

　

香
川
家
史
料
は
、
皇
后
宮
大
夫
と
し
て
皇
后
を
側
近
く
で
支
え
、
明
治
の
皇
室

に
貢
献
し
た
香
川
敬
三
と
、
そ
の
家
族
に
関
す
る
史
料
群
で
あ
り
、
総
点
数
は

二
万
五
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
。現
在
は
学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

令
和
六
年
度
に
霞
会
館
記
念
学
習
院
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
開
館
し
た
後
は
、
同
館
へ
移
管

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

香
川
家
史
料
の
整
理
は
現
在
ま
で
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
簡
易
的
な
目
録
も
整

備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
お
お
よ
そ
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
香
川
家
史
料

は
大
規
模
な
史
料
群
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
香
川
敬
三
と
周
辺
の
人
物
と
の
書

簡
か
ら
な
る
。
書
簡
は
宮
内
省
関
係
者
と
の
公
的
な
立
場
の
も
の
か
ら
家
族
と
の
私

的
な
も
の
ま
で
多
く
の
数
が
残
さ
れ
、
皇
后
宮
職
関
係
の
史
料
な
ど
も
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
香
川
家
史
料
を
構
成
し
て
い
る
史
料
の
ほ
と
ん
ど
は
明
治
期
以
降
の
も
の
で
あ

り
、
明
治
の
皇
室
像
を
は
じ
め
当
時
の
情
勢
を
知
る
上
で
非
常
に
重
要
な
意
義
を
持
っ

て
い
る（

１
）。

明
治
期
の
皇
室
制
度
や
宮
廷
文
化
の
研
究
を
中
心
に
、
上
野
秀
治
氏
を
は
じ

め
、
石
井
裕
氏
、
今
泉
宜
子
氏
、
松
井
宏
枝
氏
、
深
井
晃
子
氏
、
長
佐
古
美
奈
子
氏
等 

に
よ
り
香
川
家
史
料
が
活
用
さ
れ
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り（

（
（

、令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）

よ
り
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
近
代
皇
室
の
総
合
的
西
欧
化
過
程

研
究
─
美
術
工
芸
品
と
文
書
史
料
双
方
向
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─
」（
課
題
番
号

20K
00175

）
が
長
佐
古
氏
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
そ
の
有
用
性
が
広
く
認
知
さ
れ
て

き
て
い
る
。

　
香
川
家
史
料
所
収
旧
桂
宮
家
所
蔵
史
料
の
内
容
と
伝
来

　
　
　  

─
桂
宮
家
廃
絶
を
め
ぐ
る
香
川
敬
三
の
動
向
─

	

梅
田
　
優
歩
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桂
宮
家
は
廃
絶
と
な
る
。
桂
宮
家
の
絶
家
の
手
続
き
は
明
治
一
九
年
頃
ま
で
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
桂
宮
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
品
々
に
つ
い
て
も
そ
の
処
遇
が

決
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
過
程
に
つ
い
て
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
淑
子
内
親
王
が
薨
去
し
た
後
、
間
も

な
く
家
中
の
品
々
に
つ
い
て
整
理
が
は
じ
め
ら
れ
、
明
治
一
五
年
に
は
宮
家
財
産
で

あ
っ
た
品
々
を
宮
内
省
へ
引
き
継
ぐ
た
め
取
り
調
べ
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
の
取
調
書

を
も
と
に
同
一
六
年
、
京
都
御
所
内
の
御
文
庫
と
桂
別
業
の
御
蔵
に
納
め
ら
れ
た（

６
）。

そ

の
後
、
同
一
九
年
二
月
一
二
日
に
「
桂
宮
」
の
宮
家
称
号
が
宮
内
庁
の
預
か
り
と
な
る

と
、
そ
れ
ら
屏
風
や
御
道
具
類
な
ど
の
美
術
品
類
が
主
殿
寮
出
張
所
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
が
桂
宮
家
の
廃
絶
に
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
た
処
遇
で

あ
る
。

　

そ
の
後
の
旧
桂
宮
家
の
伝
来
品
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
来
歴
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
。
明
治
二
四
年
、「
桂
宮
日
記
」な
ど
の
書
跡
類
は
図
書
寮
に
委
ね
ら
れ
た
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
は
、
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
檜
図

屏
風
」
な
ど
桂
宮
家
伝
来
の
屏
風
四
点（

７
）が

帝
室
博
物
館
に
主
殿
寮
よ
り
引
き
継
が
れ
、

戦
後
の
皇
室
財
産
が
見
直
さ
れ
た
際
に
は
、
各
寮
へ
委
ね
ら
れ
て
い
た
御
蔵
品
の
管
轄

が
整
理
さ
れ
た
。
図
書
寮
が
預
か
っ
て
い
た
書
跡
類
は
現
在
の
書
陵
部
に
所
管
さ
れ
、

主
殿
寮
管
理
の
も
の
は
一
部
を
御
物
と
し
侍
従
職
保
管
と
な
り
、
残
り
は
現
在
の
京
都

事
務
所
の
管
轄
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
御
物
の
一
部
が
国
へ

寄
贈
さ
れ
た
際
、
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
品
が
三
の
丸
尚
蔵
館
に
移
管
さ
れ
た
。
こ
れ

が
現
在
、
三
の
丸
尚
蔵
館
が
所
蔵
す
る
旧
桂
宮
家
伝
来
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る（

８
）。

　

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
行
わ
れ
た
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
の
展
覧
会
『
旧
桂
宮

家
伝
来
の
美
術
─
雅
と
華
麗
』
で
は
、
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
の
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術

品
が
紹
介
さ
れ
、
か
つ
書
陵
部
を
は
じ
め
と
す
る
、
そ
の
他
旧
桂
宮
家
の
伝
来
品
の
所

在
に
つ
い
て
、
全
体
像
を
調
査
し
て
お
り
、
旧
桂
宮
家
伝
来
品
の
特
徴
と
し
て
、
現
在

に
伝
わ
る
美
術
品
類
を
絵
画
・
工
芸
・
書
跡
に
分
け
概
観
し
て
い
る
。
旧
桂
宮
家
伝
来

品
の
特
徴
と
し
て
「
系
譜
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
宮
家
の
安
定
し
て
い
た
時
期
は
初

代
～
第
三
代
、
そ
し
て
第
六
～
八
代
の
二
期
で
、
桂
離
宮
の
造
作
や
手
入
れ
の
時
期
で

あ
り
、
同
時
に
、
宸
翰
や
書
籍
、
宮
家
歴
代
の
書
跡
類
、
屏
風
な
ど
の
調
度
の
品
、
御

一
、
旧
桂
宮
家
史
料
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
桂
宮
家
の
来
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

桂
宮
家
（
八
条
宮
・
常
盤
井
宮
・
京
極
宮
・
桂
宮
と
改
称
）
は
、
伏
見
宮
家
、
高
松

宮
家
（
後
に
有
栖
川
宮
と
改
称
）、
閑
院
宮
家
と
と
も
に
四
親
王
家
に
数
え
ら
れ
る
家

の
一
つ
で
あ
る
。
四
親
王
家
の
う
ち
伏
見
宮
家
は
中
世
後
期
、
そ
れ
以
外
の
三
家
は
近

世
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
創
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
宮
家
は
、
当
初
は
必
ず
し
も
皇

統
維
持
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
遅
く
と
も
近
世
中
期
頃
か

ら
、
皇
位
継
承
の
危
機
に
備
え
る
た
め
設
立
さ
れ
た
と
す
る
認
識
が
広
ま
っ
て
お
り
、

各
宮
家
の
代
々
当
主
は
天
皇
の
猶
子
あ
る
い
は
養
子
と
な
っ
て
親
王
宣
下
を
受
け
て
親

王
と
な
り
、
世
襲
親
王
家
と
し
て
皇
位
継
承
に
備
え
つ
つ
近
世
末
期
に
及
ん
だ（

５
）。

　

桂
宮
家
の
創
始
は
、
正
親
町
天
皇
の
皇
子
・
誠さ

ね
ひ
と仁

親
王
の
第
六
王
子
・
智
仁
親
王
を

初
代
と
し
て
天
正
一
八
年
（
一
五
八
三
）
に
始
ま
る
。
智
仁
親
王
は
、
学
問
文
学
へ
の

造
詣
が
深
く
、
古
典
籍
の
収
集
・
書
写
な
ど
の
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
た
。
ま
た
、

桂
離
宮
の
造
営
は
、
初
代
智
仁
親
王
、
二
代
智
忠
親
王
に
よ
る
大
事
業
で
あ
る
。

　

旧
桂
宮
家
の
代
々
の
当
主
は
学
問
文
芸
を
よ
く
し
、
そ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら

宮
家
を
維
持
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
宮
廷
文
化
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
。
明
治

一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
一
一
代
・
淑す

み

子こ

内
親
王
が
薨
去
す
る
ま
で
継
承
さ
れ
た
が
、

桂
宮
家
は
男
系
継
承
に
は
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、
空
主
と
な
っ
た
際
に
は
た
び
た
び
天
皇

の
皇
子
が
宮
家
に
入
っ
て
継
嗣
と
な
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
初
代
智
仁
親
王
が
後
陽

成
天
皇
の
皇
弟
で
あ
る
の
に
加
え
、
三
代
穏や

す
ひ
と仁

親
王
は
後
水
尾
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
、

後
西
天
皇
と
霊
元
天
皇
は
兄
弟
に
あ
た
る
。
四
代
長お

さ
ひ
と仁

親
王
・
五
代
尚な

お
ひ
と仁

親
王
は
と
も

に
後
西
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
。
そ
の
後
、
家
を
継
承
す
る
が
四
歳
で
夭よ

う
せ
つ折

し
た
作
宮
と

六
代
文あ

や
ひ
と仁

親
王
は
霊
元
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
、
九
代
盛た

け
ひ
と仁

親
王
は
光
格
天
皇
の
皇
子
、

一
〇
代
節み

さ
ひ
と仁

親
王
・
一
一
代
淑
子
内
親
王
は
仁
孝
天
皇
の
皇
子
女
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
桂
宮
家
は
天
皇
家
と
血
統
的
に
近
く
、
と
く
に
後
西
天
皇
・
霊
元
天
皇
と
の
関
係
が

深
い
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
明
治
一
四
年
一
〇
月
三
日
に
淑
子
内
親
王
が
薨
去
し
た
後
に
、
事
実
上
、
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る
御
宸
翰
と
桂
宮
家
歴
代
当
主
の
書
跡
類
で
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
・
三
の
丸
尚
蔵
館

に
伝
来
し
て
い
る
旧
桂
宮
家
史
料
と
同
じ
く
歴
代
宸
翰
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
、
後
宇
多
・
伏
見
・
後
伏
見
・
光
厳
・
後
花
園
・
後
柏
原
・
後
奈
良
・
後
陽
成
・

後
水
尾
・
後
西
・
霊
元
・
東
山
・
桜
町
各
天
皇
の
も
の
、
桂
宮
家
の
当
主
で
は
、
智
仁
・

智
忠
・
尚
仁
・
家
仁
・
公
仁
各
親
王
の
も
の
が
管
見
の
限
り
含
ま
れ
て
い
る
。
内
容
は

消
息
・
和
歌
・
詩
文
・
名
号
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
割
合
と
し
て
は
、
近
世

前
期
の
も
の
が
多
く
、
後
陽
成
天
皇
と
智
仁
親
王
の
兄
弟
間
で
の
消
息
や
、
当
該
期
の

天
皇
に
よ
る
和
歌
・
詩
文
等
の
御
宸
筆
が
多
い
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
・
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
の
旧
桂
宮
家
史
料
は
、
歴
代
宸
翰
や
桂
宮
家

の
当
主
の
消
息
・
和
歌
・
詩
文
・
願
文
・
名
号
と
い
っ
た
御
由
緒
品
は
「
お
お
く
掛
幅

に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が（

（1
（

、
香
川
家
史
料
所
収
の
旧
桂
宮
家
史

料
に
つ
い
て
は
表
具
を
施
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く（

（1
（

、
包
紙
や
封
が
原
形
の
ま
ま
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
期
に
桂
宮
家
中
で
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
整
理
の
痕
跡
を

文
書
に
付
さ
れ
た
付
箋
や
紙
縒
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
の
様
式
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
残
存
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
文
書
学
的
に
も
重
要
な
史
料
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

形
態
と
し
て
は
、
断
簡
や
詩
歌
の
草
稿
の
よ
う
な
一
見
す
る
と
雑
多
と
も
と
れ
る
も

の
が
多
い
が
、
包
紙
の
つ
い
た
消
息
や
和
歌
懐
紙
も
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
て

お
り
、
図
録
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
─
雅
と
華
麗
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
16 

和

歌
懐
紙
（
下
書
）
残
暑
・
草
花
・
逢
恋　

智
仁
親
王
」
や
「
19 

御
物 

和
歌
懐
紙 

松
添

栄
色 

智
忠
親
王
」、「
20-

１ 

和
歌
懐
紙
（
下
書
）
春
風
解
氷 

智
忠
親
王
」、「
20-

２ 

和
歌
懐
紙
（
下
書
）
月
前
望
二
星 

智
忠
親
王
」
に
近
い
よ
う
な
も
の
も
あ
る（

（1
（

。

　

以
上
の
史
料
の
特
徴
か
ら
も
、
香
川
家
史
料
が
宮
内
庁
書
陵
部
・
三
の
丸
尚
蔵
館
所

蔵
の
旧
桂
宮
家
史
料
の
分
か
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
史
料
は
、桂
宮
家
中
で
の
整
理
、香
川
家
家
中
、そ
し
て
皇
學
館
大
学
教
授
で
あ
っ

た
上
野
秀
治
氏
が
長
年
を
か
け
て
行
っ
て
き
た
史
料
番
号
の
付
与
、
ラ
ベ
ル
の
貼
付
保

管
処
理
な
ど
段
階
的
な
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
近
年
で
は
、
皇
學
館
大
学
か

ら
移
管
さ
れ
る
際
の
整
理
、学
習
院
大
学
へ
移
管
後
の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

前
記
し
た
よ
う
に
、
香
川
家
史
料
中
に
含
ま
れ
て
い
る
旧
桂
宮
家
史
料
は
包
紙
や
封
が

茶
道
具
な
ど
の
工
芸
品
類
な
ど
が
制
作
さ
れ
、
ま
た
蒐
集
さ
れ
、
多
く
遺
る
の
も
お
お

よ
そ
こ
の
時
期
で
あ
り
、
さ
ら
に
美
術
品
類
の
制
作
や
蒐
集
が
盛
ん
な
の
も
こ
の
時
期

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（

９
）。

　

宮
家
廃
絶
以
後
、
そ
れ
ら
品
々
の
所
在
が
分
か
れ
て
い
っ
た
た
め
に
、
旧
桂
宮
家
伝

来
と
い
う
由
緒
が
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
作
品
が
他
所
に
も
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、
三
の
丸
尚
蔵
館
の
書
跡
類
の
調
査
の
中
で
、
御
由
緒
品
と
し
て
伝
わ
る

も
の
や
三
の
丸
尚
蔵
館
の
所
蔵
以
外
で
旧
桂
宮
家
所
蔵
と
さ
れ
る
巷
間
に
あ
る
書
跡
類

の
所
在
に
つ
い
て
も
若
干
で
は
あ
る
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
平
成
八
年
段
階
で
は
、
桂
宮
家
伝
来
品
が
香
川
家
史
料
の
中
に
存
在
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
期
の
政
治
家
で
外
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
な

ど
を
歴
任
し
た
井
上
馨
の
家
に
伝
来
し
た
品
々
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大

正
一
四
年（
一
九
二
五
）一
一
月
九
日
に
井
上
家
の
所
蔵
品
を
一
部
処
分
し
た
際
の「
入

札
目
録（

（1
（

」
と
桂
宮
家
で
明
治
一
五
年
に
作
成
さ
れ
た
桂
宮
家
家
令
・
宇
田
淵
に
よ
る
目

録
「
桂
宮
御
蔵
品
取
調
書　

明
治
一
五
年（

（1
（

」
を
照
合
し
た
結
果
、
七
点
の
旧
桂
宮
家
伝

来
の
品
々
が
井
上
侯
爵
家
を
経
て
、
現
在
様
々
な
機
関
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る（

（1
（

。
但
し
、
井
上
馨
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
を
入
手
し
た
の
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
旧
桂
宮
家
伝
来
の

書
跡
類
に
関
し
て
も
七
件
の
所
在
調
査
結
果
が
あ
り
、
国
宝
二
件
、
重
要
文
化
財
五
件

を
含
む
十
数
件
の
品
々
に
つ
い
て
そ
の
所
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

二
、
香
川
家
史
料
所
収
の
旧
桂
宮
家
史
料

　

香
川
家
史
料
所
収
の
旧
桂
宮
家
所
蔵
史
料
は
、
学
習
院
大
学
史
料
館
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
）
秋
季
特
別
展
示
「
筆
が
織
り
な
す
皇
室
の
美
」
の
際
に
発
行
さ
れ
た
「
学

習
院
大
学
史
料
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
№
43
」
に
田
中
潤
氏
に
よ
る
解
説
が
あ

る
が
、
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
部
分
も
あ
る
た
め
補
足
し
、
改
め
て
ま
と
め
て
み
た

い（
（1
（

。

　

香
川
家
史
料
所
収
の
旧
桂
宮
家
所
蔵
史
料
は
そ
の
多
く
が
天
皇
の
直
筆
の
文
書
で
あ
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【
史
料
１
】

　
　

�

明
治
八
年
五
月
十
三
日
乙
亥
天
雨
、
宮
内
省
ヨ
リ
被
進
御
品
添
書
等
如
左
、

書
面
郵

便
ヲ
以
、

　
　

�

聖
上
皇
后
御
写
真
大
形
壱
葉
宛
、
宮
御
方
江
被
進
候
間
、
御
廻
し
申
候
条
、
可
然

言
上
有
之
度
候
也
、

　
　

明
治
八
年
四
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
大
少
丞

　
　
　
　
　
　

桂
宮
家
令

　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位
宇
田
淵
殿

　
　
　
　
　

御
写
真
入　

桐
平
箱
弐　
兼
日
廻
漕
ヲ
以
相
廻
ル
、

奥
向
へ
差
出
置
、

　
【
史
料
１
】
の
宮
内
大
丞
で
あ
っ
た
香
川
敬
三
よ
り
桂
宮
家
令
・
宇
田
淵
に
宛
て
ら

れ
た
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
四
月
二
三
日
付
書
簡
か
ら
は
、「
聖
上
皇
后
御
写
真
大

形
壱
葉
宛
」を
淑
子
内
親
王
が
拝
領
し
た
際
に
、香
川
敬
三
が
宮
内
省
側
の
窓
口
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
る（

（1
（

。
ま
た
、
同
年
四
月
上
旬
に
も
京
都
の
禁
中
御
文
庫
御
物
を
東

京
へ
取
り
寄
せ
る
た
め
の
点
検
の
際
に
香
川
敬
三
が
桂
宮
家
の
家
令
と
打
ち
合
わ
せ
を

行
っ
て
お
り（

（1
（

、
翌
九
年
八
月
一
一
日
に
は
、
桂
宮
家
に
伝
来
す
る
「
蔦
細
道
硯
匣
文
台
」

を
天
皇
に
献
上
す
る
際
に
も
香
川
敬
三
の
関
与
が
あ
る（

（2
（

。
以
上
の
よ
う
に
淑
子
内
親
王

の
葬
儀
に
て
諸
事
を
担
当
す
る
以
前
よ
り
、
た
び
た
び
「
桂
宮
日
記
」
の
な
か
に
香
川

敬
三
の
名
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

香
川
敬
三
は
、
幕
末
期
に
水
戸
藩
を
脱
藩
し
た
後
、
勤
王
の
志
士
と
し
て
西
国
を
奔

走
し
、
こ
の
間
に
幽
閉
中
で
あ
っ
た
岩
倉
具
視
と
会
見
、
岩
倉
の
手
足
と
な
っ
て
活
動

し
て
い
た
。
こ
の
時
、
同
じ
く
宇
田
淵
も
岩
倉
具
視
の
も
と
に
出
入
り
し
て
お
り
、
両

人
は
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
・
一
八
六
八
）、
戊
辰
戦
争
の
際
に
、
東
山
道
鎮
撫
総
督
・

岩
倉
具
定
、
同
副
総
督
岩
倉
具
経
（
と
も
に
具
視
の
子
）
の
も
と
で
補
佐
を
勤
め
て
い

る（
（2
（

。
そ
の
後
、
香
川
敬
三
は
宮
内
省
に
勤
め
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
に
は
岩
倉
具
視

の
後
押
し
が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る（

（2
（

。
ま
た
、
宇
田
淵
も
岩
倉
具
視
か
ら
京
都
留
守

官
を
拝
命
し
、
そ
の
後
桂
宮
家
令
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
以
来
、
有
栖
川
、
閑
院
、
久
邇
、

山
階
な
ど
諸
宮
家
の
家
令
御
付
を
拝
命
し
た（

（2
（

。
香
川
敬
三
と
宇
田
淵
は
と
も
に
岩
倉
具

原
形
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
様
式
を
と
ど
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め

古
文
書
学
的
価
値
が
非
常
に
高
く
、
館
内
で
可
能
な
限
り
原
秩
序
を
維
持
し
て
保
存
を

し
て
い
く
た
め
の
丁
寧
な
整
理
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
段
階
的
な
整
理

の
記
録
も
こ
の
史
料
群
の
伝
来
と
し
て
重
要
な
情
報
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
記
録

を
残
し
検
討
す
る
価
値
が
十
分
に
あ
る
。

　

ま
た
、
史
料
の
現
状
と
し
て
、
目
録
で
は
史
料
点
数
を
約
四
三
〇
点
と
し
て
い
る
が
、

数
点
の
史
料
が
一
括
り
に
さ
れ
て
い
る
も
の
を
同
番
と
し
て
お
り
、
保
管
の
た
め
に
一

括
り
に
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
も
と
は
別
史
料
で
あ
っ
た
も
の
、
加
え
て
異
な
る
史
料

番
号
が
付
さ
れ
て
い
て
も
、
も
と
は
一
続
き
で
あ
っ
た
が
伝
来
の
途
中
で
分
か
れ
て
し

ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
史
料
も
あ
り
、
一
点
一
点
の
関
連
性
な
ど
を
見
直
し
、
検
討
し
な

が
ら
枝
番
の
付
与
や
資
料
情
報
の
追
加
等
の
対
処
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
劣
化（
傷
み
）

の
激
し
い
史
料
も
い
く
つ
か
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
関
し
て
は
適
切
な
保
存
や
修

復
の
処
理
が
必
要
と
な
る
。
保
存
状
態
の
関
係
上
致
し
方
な
い
部
分
に
関
し
て
も
、
後

に
見
返
し
た
際
に
元
の
形
状
が
わ
か
る
よ
う
現
秩
序
を
記
録
し
な
が
ら
作
業
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
内
容
を
精
査
し
入
念
な
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
適
切
な
保

存
整
理
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
香
川
敬
三
と
桂
宮
家
の
関
わ
り

　

前
述
の
通
り
、
香
川
家
史
料
中
に
旧
桂
宮
家
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
要
因
と
し
て
、

桂
宮
家
が
絶
家
と
な
っ
た
際
に
整
理
に
関
与
し
た
香
川
敬
三
が
こ
の
史
料
群
を
譲
り
受

け
、
香
川
家
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
香
川
敬
三
は
い
か
な
る
立
場
・

経
緯
に
よ
っ
て
桂
宮
家
の
廃
絶
を
め
ぐ
る
諸
事
に
関
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
香
川
敬
三
の
立
場
と
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

　

香
川
敬
三
は
淑
子
内
親
王
薨
去
以
前
か
ら
桂
宮
家
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

「
桂
宮
日
記
」
に
は
た
び
た
び
香
川
敬
三
が
登
場
す
る
。
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
る
と
、
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と
し
て
福
島
に
い
る
宮
内
幹
事
・
東
久
世
通
禧
の
意
見
も
反
映
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

明
治
一
四
年
一
〇
月
三
日
の
内
に
お
お
よ
そ
の
葬
儀
に
関
す
る
方
針
が
整
え
ら
れ
、

福
島
行
在
所
に
い
る
明
治
天
皇
は
慣
習
に
倣
い
、
淑
子
内
親
王
薨
去
の
た
め
一
日
諸
事

御
遠
慮
の
旨
を
出
す
こ
と
が
決
ま
り
、
皇
太
后
・
皇
后
も
三
日
間
の
「
諸
事
御
遠
慮
」

を
さ
れ
た（

（2
（

。「
東
京
府
下
ハ
本
日
ヨ
リ
、
其
他
ノ
地
方
ハ
布
告
到
達
ノ
日
ヨ
リ
三
日
間

歌
舞
音
曲
等
令
停
止
候
尤
京
都
府
下
ハ
御
葬
送
當
日
迄
停
止
タ
ル
ヘ
キ
事
」
と
太
政
官

よ
り
各
地
へ
布
告
さ
れ
た（

（2
（

。

　

葬
儀
の
諸
事
の
打
ち
合
わ
せ
の
中
で
「
香
川
太
夫
出
張
諸
事
可
及
打
合
云
々
」
に
つ

い
て
、
と
い
う
議
題
が
あ
る
。

【
史
料
２（

（2
（

】

　
　

総
務
課　
　
　
　

明
治
十
四
年

　
　
　
　
　

電
報
案

　
　

�

桂
宮
薨
去
ニ
付
勅
使
ハ
冨
小
路
侍
従
、
両
皇
后
宮
御
使
ハ
四
辻
典
侍
、
宮
内
省
ゟ

香
川
、
式
部
寮
ゟ
岩
倉
掌
典
被
仰
付
可
然
哉
、
尤
青
山
御
所
ハ
御
無
人
ニ
付
当
方

へ
御
依
頼
ナ
リ
。
岩
倉
ハ
当
時
上
京
中
ナ
リ
。
此
段
御
伺
ノ
上
早
々
御
報
ヲ
待
ツ

　
　
　

宮
内
少
輔

　
　

宮
内
卿

　
　
（
別
紙
）

　
　
　
　
　

�

桂
宮
薨
去
ニ
付
、
冨
小
路
、
四
辻
、
香
川
、
岩
倉
ノ
四
名
ヲ
遣
ハ
シ
ノ
コ

ト
伺
濟
ニ
付
御
申
越
ノ
通
リ
御
取
計
ヒ
ア
ル
ベ
シ

　
　
　
　
　
　

十
四
年
十
月
三
日　

福
島
行
在
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　
　
　
　
　
　
　

山
田
宮
内
少
輔

　

以
上
の
よ
う
に
、
勅
使
と
し
て
冨
小
路
侍
従
（
冨
小
路
敬
直
）、
両
皇
后
宮
御
使
と

し
て
四
辻
典
侍
（
四
辻
清
子
）、
宮
内
省
か
ら
香
川
敬
三
、
式
部
寮
か
ら
岩
倉
掌
典
（
岩

倉
具
綱
）
を
派
遣
す
る
こ
と
の
お
伺
い
が
明
治
天
皇
の
行
幸
先
で
あ
る
福
島
行
在
所
よ

り
た
て
ら
れ
、
同
日
中
に
電
報
に
て
「
御
申
越
ノ
通
リ
御
取
計
」
と
許
可
が
お
り
た
。

視
の
知
遇
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
の
立
場
を
得
て
い
る
と
い
え
る
。

　

香
川
家
史
料
中
に
は
宇
田
淵
か
ら
香
川
敬
三
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
が
一
七
〇
点
ほ
ど

確
認
で
き
、
親
交
が
深
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
桂
宮
家
と
の
や
り
と
り
は
宮
内
省

の
職
務
と
し
て
行
っ
て
い
る
が
、
岩
倉
具
視
や
宇
田
淵
と
の
交
流
を
踏
ま
え
て
、
香
川

敬
三
が
窓
口
と
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
香
川
敬
三
と
宇
田
淵
の
交
流
や
両
名

と
岩
倉
具
視
の
関
係
が
桂
宮
家
廃
絶
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
考
え
る
中
で
重
要
な
意
味
を

も
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
た
い
。

　

次
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
以
て
、
香
川
家
史
料
に
旧
桂
宮
家
の
史
料
が
伝
来
し
た
の

か
。
淑
子
内
親
王
の
葬
儀
記
録
類
と
い
っ
た
史
料
を
も
と
に
実
証
し
て
い
く
。

　

く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
最
後
の
桂
宮
家
当
主
で
あ
る
淑
子
内
親
王
は
、
仁
孝
天
皇

の
第
三
皇
女
で
あ
り
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
内
親
王
宣
下
を
う
け
、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
に
桂
宮
家
を
相
続
し
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
一
〇
月
三
日
午

前
一
時
一
七
分
に
五
三
歳
で
薨
去
す
る
。

　
『
桂
宮
御
葬
儀
録
』に
よ
れ
ば
、明
治
一
四
年
一
〇
月
三
日
の
午
前
〇
時
三
〇
分
に
は
、

淑
子
内
親
王
が
危
篤
で
あ
る
と
の
電
報
が
宮
内
省
侍
医
で
あ
る
池
田
謙
斎
よ
り
宮
内
省

に
向
け
て
差
し
出
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
明
治
天
皇
は
福
島
へ
行
幸
中
で
あ
り
、
こ
の
淑

子
内
親
王
の
容
態
に
関
す
る
京
都
・
東
京
間
の
や
り
取
り
は
、
福
島
行
在
所
へ
す
ぐ
に

上
申
さ
れ
た
。
こ
の
返
報
と
し
て
桂
宮
御
付
（
家
令
）
の
宇
田
淵
へ
宮
内
省
よ
り
「
御

危
篤
之
旨
恐
入
ル
、
香
川
始
夫
々
五
日
船
ニ
テ
出
立
云
々
」
と
の
旨
が
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
時
点
で
、
香
川
敬
三
は
京
都
へ
向
か
う
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
い
で
午
前
三
時
に
、
淑
子
内
親
王
薨
去
の
旨
が
宮
内
少
輔
・
山
岡
鉄
太
郎
へ
宇
田
淵

よ
り
電
報
に
て
知
ら
さ
れ
た
。
宮
内
省
よ
り
京
都
へ
返
報
を
送
り
、
福
島
行
在
所
の
明

治
天
皇
の
も
と
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
宮
内
省
内
で
は
淑
子
内
親
王
の
薨
去
に

伴
う
諸
事
や
葬
儀
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
は
「
御
巡
幸
先
へ
桂
宮
御
葬
式

之
節
、
喪
主
ハ
従
三
位
小
倉
輔
季
、
斎
主
ハ
大
教
正
六
條
有
容
、
副
斎
主
ハ
中
教
正
梅

渓
通
始
へ
被
仰
付
可
然
哉
、
小
倉
ハ
宮
御
伯
父
ニ
当
ル
云
々
」
と
し
て
葬
儀
の
際
の
喪

主
、
斎
主
、
副
斎
主
任
命
の
た
め
に
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
福

島
行
在
所
へ
電
報
に
よ
り
許
諾
を
得
る
形
で
進
め
ら
れ
た
が
、「
東
久
世
幹
事
ヨ
リ
斎

主
六
條
ハ
不
宜
、
田
中
宮
司
ヘ
被
仰
付
タ
シ
、
葬
主
小
倉
輔
季
ハ
御
請
ノ
義
申
来
ル
」
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ル
御
用
向
随
行
属
官
ヨ
リ
諸
事
打
合
為
致
度
候
間
御
葬
送
御
用
相
済
候
迄
御
府
属

官
壱
両
名
同
官
ヘ
相
詰
候
様
致
度
、
此
段
及
御
掛
合
候
也

　
　
　
　
　
　

十
四
年
十
月　
　

皇
后
宮
太
夫
兼
宮
内
大
書
記
官

　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
府
知
事

　
　

　
　
〈
京
都
府
罫
紙
〉

　
　

�

桂
宮
御
葬
式
御
用
相
済
候
迠
御
用
向
御
打
合
ノ
為
、
当
府
属
官
一
両
名
同
官
ヘ
相

詰
候
様
御
掛
合
ノ
趣
了
承
、
則
七
等
属
中
川
敏
政
、
七
等
属
太
田
源
二
両
名
為
相

詰
候
条
左
様
御
承
知
有
之
度
候
、
此
段
及
御
回
答
候
也

　
　
　

明
治
十
四
年
十
月
十
二
日
京
都
府
知
事　

北
垣
國
道
（
印
）

　
　

皇
后
宮
太
夫
兼
宮
内
大
書
記
官　

香
川
敬
三
殿

　
【
史
料
４
】
は
、「
桂
宮
御
葬
儀
録
」
に
あ
る
前
半
が
宮
内
省
の
罫
紙
に
書
か
れ
た
香

川
敬
三
か
ら
京
都
府
知
事
へ
の
照
会
の
案
、
後
半
が
京
都
府
の
罫
紙
に
認
め
ら
れ
た
そ

れ
に
対
す
る
返
答
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、香
川
敬
三
は
桂
宮
御
葬
式
御
用
と
し
て
、

京
都
府
の
属
官
を
打
合
せ
の
た
め
詰
め
さ
せ
る
こ
と
を
京
都
府
知
事
に
依
頼
し
、
一
二

日
に
許
可
さ
れ
中
川
敏
政
と
太
田
源
二
の
二
名
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

（3
（

。「
桂
宮

御
葬
式
御
用
為
取
扱
」
と
し
て
葬
儀
の
諸
事
を
取
り
計
ら
い
、
京
都
府
と
の
協
議
に
お

い
て
も
中
心
的
な
位
置
に
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
「
右
棺
ノ

蓋
ニ
刻
付
候
桂
宮
御
履
歴
文
章
御
調（

（3
（

」
を
は
じ
め
と
す
る
墓
所
の
整
備
に
つ
い
て
も
尽

力
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。

四
、
桂
宮
家
「
跡
仕
舞
」

　

葬
儀
に
関
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
香
川
敬
三
は
一
〇
月
二
四
日
に
岩

倉
具
綱
と
共
に
一
度
東
京
へ
戻
る
が（

（3
（

、
そ
の
後
も
一
一
月
に
は
桂
宮
本
邸
・
別
邸
の
概

算
書
が
桂
宮
家
よ
り
香
川
宛
に
提
出
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
引
き
続
き
諸
事
を
担
当
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

こ
の
と
き
岩
倉
は
上
京
中
で
あ
り
、
岩
倉
を
除
く
三
名
が
京
都
へ
向
け
て
東
京
を
出
発

し
た
。

【
史
料
３
】

　
　

明
治
十
四
年
十
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勅
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

侍
従
冨
小
路
敬
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
皇
后
宮
御
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

典
侍
四
辻
清
子

　
　

右
桂
宮
薨
去
被
遊
候
ニ
付
被
差
遣
、
拙
官
同
行
当
地
出

　
　

張
候
條
、
此
段
及
御
通
知
候
也
、

　
　
　
　
　

十
四
年
十
月
七
日　
　

皇
后
宮
大
夫
兼
宮
旧
大
書
記
官

　
　
　
　
　
　
　

京
都
府
知
事

　

冨
小
路
、
四
辻
、
香
川
の
三
名
は
、
明
治
一
四
年
一
〇
月
七
日
に
入
京
し（

（2
（

、
香
川
敬

三
よ
り
京
都
府
知
事
へ
【
史
料
３
】
の
出
張
の
通
知
が
届
け
ら
れ
た（

（2
（

。

　

明
治
一
四
年
一
〇
月
一
三
日
、
霊
遷
式
、
同
二
〇
日
に
京
都
府
の
相
国
寺
に
お
い
て

葬
儀
が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。
淑
子
内
親
王
は
愛
宕
郡
今
熊
野
村
の
皇
族
墓
地
に

葬
ら
れ
、
翌
二
一
日
に
は
同
所
に
お
い
て
霊
祭
・
御
墓
所
祭
が
行
わ
れ
る（

（3
（

。
こ
の
一
連

の
葬
儀
の
際
、
冨
小
路
、
四
辻
、
香
川
、
岩
倉
の
四
名
は
、
天
皇
及
び
皇
太
后
・
皇
后

が
遣
わ
し
た
使
者
と
し
て
参
列
、
玉
串
を
供
し
て
代
拝
の
役
割
を
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
淑
子
内
親
王
の
葬
儀
に
あ
た
っ
て
香
川
敬
三
の
役
割
が
代
拝
の
み
で
は
な

い
こ
と
を
示
す
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
も
あ
る
。

【
史
料
４
】

　
　
〈
宮
内
省
罫
紙
〉

　
　

十
四
年
十
月
九
日

　
　

京
都
府
へ
御
掛
合
案

　
　

�

桂
宮
御
葬
式
御
用
為
取
扱
拙
官
当
地
出
張
、
同
官
へ
相
詰
候
ニ
付
テ
ハ
御
府
ヘ
係
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一
度
京
都
に
戻
っ
て
い
る
。
こ
の
一
二
月
三
日
か
ら
二
〇
日
に
東
京
へ
戻
る
ま
で
「
御

遺
物
御
品
点
検
被
致
候
事
」
を
桂
宮
家
の
従
者
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
。
前
日
二
日
に

は
桂
宮
本
邸
に
あ
る
文
庫
よ
り
御
遺
物
が
取
り
出
さ
れ
、
桂
宮
家
中
に
お
い
て
取
り
調

べ
の
準
備
が
行
わ
れ
、
三
日
か
ら
毎
日
、
香
川
と
稲
生
は
桂
宮
家
へ
出
頭
し
検
品
作

業
を
行
う
。
八
日
に
は
、
別
邸
の
文
庫
に
あ
る
品
々
が
桂
宮
家
扶
に
よ
り
取
り
寄
せ
ら

れ（
（3
（

、
そ
の
検
品
も
合
わ
せ
て
進
め
ら
れ
た
。

【
史
料
７（

（3
（

】

　
　

十
三
日　

火　
　
　

天
晴　
残
薫
守

宿
道
義

　
　

香
川
殿　
　

稲
生　
　

出
頭
如
前

　
　

御
遺
物
被
進
被
下
分
御
取
調
済
、
御
残
リ
品
并
雑
品
等
昨
今
払
下
ケ
入
札
申
付
ル

　
　

祗
候　

三
番

　

一
三
日
の
段
階
で
御
遺
物
の
取
り
調
べ
は
粗
方
片
が
つ
き
、
順
次
残
り
の
品
や
雑
品

類
等
の
払
い
下
げ
が
始
ま
っ
て
お
り
、
一
四
日
に
行
わ
れ
た
「
御
不
用
御
軸
物
類
」
の

払
い
下
げ
の
際
に
は「
人
参
集
有
之
」で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。「
桂
宮
御
葬
儀
録
」

に
は
以
下
の
「
御
不
用
品
払
下
ケ
代
価
書
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
８（

（4
（

】

　
　
　
　
　

御
不
用
品
払
下
ケ
代
金
代
価
書

　
　

十
四
年
十
二
月
十
三
日

　
　

一
、�

金
五
百
七
拾
七
円
三
拾
四
銭　
御
道
具
并
書
籍
類
拂
下

代
百
弐
拾
九
迄
〆
高

　
　

同
十
二
月
十
四
日

　
　

一
、
金
御
拾
九
円
八
拾
四
銭
五
毛　
軸
物
類
払
下
ケ
代
九
拾
弐
迄

〆
高

　
　

同
十
二
月
十
五
日

　
　

一
、�
金
三
百
拾
四
円
拾
三
銭
三
厘　
小
道
具
并
屏
風
其
他

雑
品
払
下
ケ
代
六
拾
五
迄
〆
高

　
　
　
　

合
計
金
九
百
五
拾
壱
円
三
拾
壱
銭
四
厘

　
　
　
　
　
　
　

記

　
　

一
、
金
弐
拾
九
円
弐
拾
四
銭
五
厘　
本
殿
并
墓
所
不
用
品

払
下
ケ
代
価

【
史
料
５
】

　
　

�

愈
御
安
康
珍
重
存
候
、
扨
其
宮
御
跡
仕
舞
ト
シ
テ
香
川
皇
后
宮
大
夫
其
地
ヘ
出
張

相
成
度
旨
御
申
越
之
趣
致
承
知
候
、
右
ハ
近
々
其
地
ヘ
被
差
遣
候
筈
ニ
候
条
、
此

段
御
答
申
入
候
也

　
　
　
　

十
四
年
十
一
月
十
七
日　
　
　
　

徳
大
寺
宮
内
卿

　
　
　
　
　
　
　

桂
宮
御
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
従
五
位
殿

　
【
史
料
５
】
の
通
り
桂
宮
家
か
ら
後
始
末
と
し
て
香
川
を
出
張
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い

う
旨
が
宮
内
省
へ
出
さ
れ
て
お
り（

（3
（

、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
一
一
月
一
七
日
に
宮

内
卿
・
徳
大
寺
実
則
よ
り
近
々
派
遣
す
る
と
の
返
事
が
宇
田
淵
へ
出
さ
れ
た
。
こ
の
要

請
に
答
え
る
形
で
香
川
敬
三
は
、
明
治
一
四
年
中
に
再
度
京
都
へ
出
張
し
た
。『
桂
宮

日
記
』
に
、
実
際
に
香
川
敬
三
が
派
遣
さ
れ
て
か
ら
の
「
跡
仕
舞
」
に
つ
い
て
詳
細
が

あ
る
た
め
、
史
料
を
あ
げ
、
紹
介
し
て
い
く
。

【
史
料
６（

（3
（

】

　
　

二
日　

金　
　
　
　

天
晴　
残
道
義

宿

　
　

祗
候　

六
番

　
　

御
遺
物
御
道
具
類
取
調
ニ
付
、
文
庫
ヨ
リ

　
　

取
出
シ
ニ
付
、
一
同
本
日
ゟ
参　
已
下
御
用
中
昼
夕
飯

一
同
ヘ
被
下
候

　
　

三
日　
　

土　
　
　

天
晴　

宿
董
守

　
　

香
川
大
夫
殿
随
従
稲
生
真
履
、
昨
日
着
京
ニ
付

　
　

出
頭
南
面
謁
所
ニ
於
テ
休
所
役
之

　
　

次
台
司
之
間
ニ
稲
生
同
断

　
　
　
　

茶
菓　

酒
肴
認
等
被
差
出　
庶
務
記
ニ
委
シ

已
下
略
ス

　
　

本
日
ヨ
リ
御
遺
物
御
品
点
検
被
致
候
事

　
　

祗
候
七
番

　

同
年
一
二
月
三
日
に
香
川
敬
三
は
、
宮
内
八
等
属
・
稲
生
真
履
を
随
従
と
し
て
も
う
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【
史
料
９
】

　
　
　

明
治
十
四
年
十
二
月
十
九
日
香
川
殿
ヘ
差
出
之
分

　
　
　

御
遺
物
之
留

　
　

　
　

一
、
扇
面
御
屏
風　
　
　
　

壱
双

　
　

一
、
掛
物　

呂
紀　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
銀
花
生　

台
共　
　
　

壱
箱

　
　
　
　

外
ニ
御
釼
類

　
　

右

　
　

聖
上

　
　

一
、
御
手
箪
笥　

五
穀
蒔
絵　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
掛
物　
　
　

応
挙
寿
老　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
香
箱　
　
　

蒔
絵　
　
　
　
　
　
　

壱

　
　

一
、
南
都
八
景
画
帖　
　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
小
屏
風　
　

在
照　
　
　
　
　
　
　

壱
双

　
　

右
皇
太
后
宮

　
　

一
、
御
手
箪
笥　

牡
丹
ニ
蝶
蒔
絵　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
硯
箱　
　
　

桐
鳳
凰
蒔
絵　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
家
隆
春
七
首
掛
物　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
俊
成
古
今
集　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
新
勅
撰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

右
皇
后
宮

　
　

一
、
煎
茶
器　
　
　
　

壱
式　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
白
縮
緬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
疋

　
　

右　
　

山
階
二
品
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　

金
拾
七
円
六
拾
壱
銭
弐
厘

　
　
　
　
　

�

是
ハ
御
書
院
縁
板
切
落
シ
跡
続
木
材
并
同
所
足
場
土
砂
取
片
付
手
間
代
共

引
残
金
拾
壱
円
六
拾
三
銭
三
厘

　
　
　
　
　

十
四
年
十
二
月

　
　
　
　
　
（
朱
書
）

　
　
　
　
　
「
現
金
ハ
出
納
課
請
取
（
印
）」

一
三
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
道
具
、
書
跡
類
、
軸
物
類
、
小
道
具
類
、
屏
風
、
雑
品

と
い
っ
た
桂
宮
家
に
残
っ
て
い
た
様
々
な
も
の
が
払
い
下
げ
に
よ
り
金
銭
に
変
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
品
々
は
三
日
間
で
「
金
九
百
五
拾
壱
円
三
拾
壱
銭
四
厘
」
に
な
っ

た
の
に
加
え
、「
桂
別
邸
敷
地
内
請
地
并
薮
竹
」
も
調
査
の
上
、
売
却
さ
れ
て
処
分
さ

れ
て
い
る（

（4
（

。
加
え
て
、
御
遺
金
に
つ
い
て
の
調
査
も
あ
り
、
明
治
一
四
年
一
二
月
段
階

で
の
桂
宮
家
の
御
蓄
財
の
計
上
が
進
め
ら
れ
る（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
検
品
作
業
の
最
中
、
一
二
日
未
明
に
宮
邸
の
土
蔵
と
御
殿
内
の
奥
の
間

等
へ
泥
棒
が
入
り
、「
泥
足
跡
有
之
、
就
中
奥
ノ
間
ニ
有
之
候
品
物
之
内
、
別
紙
記
載

之
分
紛
失
い
た
し
候
」
と
し
て
、
宮
邸
内
よ
り
盗
ま
れ
た
一
七
点
の
品
に
つ
い
て
家
扶

よ
り
京
都
府
へ
遺
失
物
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
当
初
、
香
川
敬
三
は
一
五
日
頃
に
始

末
を
終
え
て
東
京
へ
戻
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、「
御
用
向
不
片
付
ニ
付
、
一
周
間
斗
リ

帰
京
延
引
ス
ベ
シ
」
と
し
て
宮
内
省
に
許
諾
を
得
て
出
張
は
一
週
間
延
期
と
な
っ
た（

（4
（

。

　

ま
た
、払
い
下
げ
と
同
時
に
一
部
の
御
遺
物
・
御
遺
金
は
淑
子
内
親
王
の
周
辺
の
人
々

へ
形
見
分
け
さ
れ
て
い
る
。
一
八
日
に
は
、「
禁
中
始
皇
族
并
諸
官
員
及
御
内
議
其
他

共
御
遺
物
御
献
上
被
進
被
下
等
荷
作
リ
出
来
、東
京
ヘ
廻
漕
ヲ
以
差
出
相
成
」
と
あ
り
、

こ
の
時
点
ま
で
に
誰
へ
何
が
形
見
分
け
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
確
定
し
、
東
京
で

各
所
へ
分
配
さ
れ
る
べ
き
品
が
京
都
に
て
ま
と
め
て
荷
造
り
さ
れ
た
。
形
見
分
け
の
御

遺
物
の
委
細
に
関
し
て
は
、
明
治
一
四
年
一
二
月
一
九
日
に
香
川
へ
差
出
さ
れ
た
「
御

遺
物
之
留
」
の
帳
面
が
『
桂
宮
日
記
』
の
中
に
残
っ
て
い
る（

（4
（

。
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け
と
し
て
分
配
さ
れ
た
も
の
、
②
払
い
下
げ
に
よ
り
処
分
さ
れ
た
も
の
、
③
宮
家
の
所

蔵
か
ら
宮
内
省
管
轄
と
な
る
御
遺
物
、に
分
け
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、

こ
の
期
間
内
に
外
部
に
盗
み
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
品
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

処
分
の
対
象
と
な
ら
ず
、
③
宮
内
省
管
轄
と
な
る
御
遺
物
に
関
し
て
は
、
香
川
敬
三

が
東
京
へ
帰
っ
た
後
に
も
桂
宮
家
で
整
理
が
継
続
さ
れ
た
。

　【
史
料
11
】

　
　

�

当
宮
御
蔵
品
取
調
書
壱
冊
御
廻
し
申
入
候
条
、
御
落
手
之
上
可
致
御
取
計
相
成
度

此
段
申
入
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
宮
御
附

　
　
　

十
五
年
四
月
十
六
日　
　

宇
田
淵
（
印
）

　
　
　
　
　

皇
后
宮
大
夫
香
川
敬
三
殿

　

明
治
一
五
年
四
月
に
は
、
桂
宮
家
伝
来
の
品
々
を
書
き
上
げ
た
「
桂
宮
御
蔵
品
取
調

書
」
が
作
成
さ
れ（

（4
（

、
同
月
一
六
日
に
宇
田
淵
か
ら
香
川
敬
三
へ
提
出
さ
れ
る（

（4
（

。

　

こ
の
御
蔵
品
の
取
調
書
の
項
目
は
「
書
画　

御
宸
翰
之
部
」・「
書
画　

臣
下
之
部
并

唐
画
」・「
書
籍
之
部
」・「
桂
別
邸
所
属
書
画
」・「
屏
風
之
部
」・「
桂
宮
別
邸
所
属
屏
風
」・

「
御
小
道
具
之
部
」・「
桂
宮
別
邸
所
属
小
道
具
之
部
」・「
調
度
之
部
」・「
桂
宮
別
邸
所

属
調
度
之
部
」・「
故
宮
御
蔵
品
之
部
」
と
な
っ
て
お
り
、
宮
家
本
邸
と
桂
別
邸
と
い
う

二
つ
の
所
在
と
御
蔵
物
の
形
態
に
よ
っ
て
書
画
・
書
跡
・
屏
風
・
小
道
具
・
調
度
と
五

つ
に
分
類
さ
れ
、
各
々
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
淑
子
内
親
王
の
所
持
品
に
関
し

て
は
「
故
宮
御
蔵
品
之
部
」
と
し
て
項
目
が
別
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
段
階
で
付

さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
が
、
取
調
書
に
は
付
箋
や
「
除
物
」
等
の
朱

書
き
が
加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

　

そ
の
後
明
治
一
六
年
九
月
二
二
日
に
別
邸
が
桂
離
宮
と
名
称
が
改
め
ら
れ
皇
宮
地
に

編
入
さ
れ
た
こ
と
に
続
き（

（5
（

、
同
年
一
一
月
五
日
に
は
、「
桂
宮
御
蔵
品
取
調
書
」
を
も

と
に
桂
宮
御
遺
物
で
あ
る
道
具
や
書
籍
類
が
、
京
都
御
所
内
の
御
文
庫
に
納
め
ら
れ
宮

内
省
京
都
支
庁
の
管
轄
と
な
っ
た（

（5
（

。
そ
の
後
の
宮
内
省
管
轄
と
な
っ
た
桂
宮
家
伝
来
の

品
々
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
前
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
〈
後
略
〉

　

以
上
の
よ
う
に
「
桂
宮
」
の
罫
紙
に
、
分
配
さ
れ
る
御
遺
物
と
天
皇
を
は
じ
め
と
し

て
皇
太
后
、
皇
后
、
宮
家
や
華
族
な
ど
縁
者
・
関
係
者
な
ど
の
分
配
先
が
順
に
書
き
上

げ
ら
れ
、
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
宮
家
に
伝
来
し
た
美
術
品
類
、
調
度
品
、

道
具
類
な
ど
の
一
部
は
、
皇
室
を
は
じ
め
宮
家
や
華
族
な
ど
、
縁
者
・
関
係
者
に
広
く

形
見
分
け
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る（

（4
（

。
香
川
敬
三
も
分
配
先
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
譲

り
受
け
た
品
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
10（

（4
（

】

　
　

一
、
屏
風　
　

都
名
所　

壱
双　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
脇
息　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
香
箪
笥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
青
磁
花
生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
源
氏
画
帖
入　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
箱

　
　

一
、
銀
瓶　
　
　
　
　
　

壱　
　
　
　
　

壱
箱

　
　
　
　
　

右　

香
川
大
夫

　　
「
御
遺
物
之
留
」
に
は
五
点
の
御
遺
物
が
並
ぶ
が
、
こ
こ
に
香
川
家
史
料
に
伝
わ
る

桂
宮
家
伝
来
の
書
跡
類
は
な
い
。
全
体
的
に
形
見
分
け
さ
れ
た
書
跡
類
と
し
て
、
列
記

さ
れ
る
の
は
「
掛
物
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
確
認
で
き
る
が
ほ
と
ん
ど
は
屏
風
や
花

生
、
硯
箱
と
い
っ
た
美
術
品
や
調
度
品
、
道
具
類
、
衣
裳
類
で
あ
る
。

　

香
川
家
史
料
中
に
あ
る
よ
う
な
軸
装
が
さ
れ
て
い
な
い
文
書
類
は
、
形
見
分
け
と
し

て
公
的
に
分
配
が
行
わ
れ
ず
、
こ
の
段
階
で
は
未
整
理
で
あ
り
宮
内
省
が
引
き
取
る
も

の
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
は
、
こ
の
時
点
で
払
い
下
げ
ら
れ

る
雑
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
た
め
に
香
川
が
個
人
的
に
引
き
取
っ
た
可
能
性
も
十
分

考
え
ら
れ
る
が
、来
歴
に
つ
い
て
具
体
的
な
こ
と
は
今
後
更
な
る
検
討
が
必
要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
明
治
一
四
年
段
階
で
、
桂
宮
家
の
「
跡
仕
舞
」
と
し
て
宮
邸
・
別
邸
に
残

る
御
遺
物
の
処
遇
を
定
め
て
い
っ
た
。
①
皇
室
、
皇
族
、
華
族
な
ど
関
係
者
に
形
見
分
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
香
川
家
史
料
中
に
含
ま
れ
る
旧
桂
宮
家
史
料
に
つ
い
て
特
徴
と
香
川
敬

三
と
桂
宮
家
の
関
わ
り
を
整
理
し
、
淑
子
内
親
王
が
薨
去
し
て
か
ら
葬
儀
、
そ
し
て
桂

宮
の
称
号
が
宮
内
省
に
返
さ
れ
廃
絶
す
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

　

学
習
院
大
学
所
蔵
の
香
川
家
史
料
に
含
ま
れ
る
お
よ
そ
四
三
〇
点
の
中
近
世
期
の
史

料
た
ち
は
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
・
書
陵
部
等
が
所
蔵
し
て
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い

る
旧
桂
宮
家
伝
来
の
品
々
の
分
か
れ
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
香
川
敬
三
は
桂
宮
家
令
の
宇
田
淵
と
懇
意
で
あ
り
、
桂
宮
家
と
は
淑
子
内
親

王
が
薨
去
す
る
以
前
よ
り
関
わ
り
を
も
ち
、
葬
儀
の
際
に
は
諸
事
を
担
当
し
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。
明
治
一
九
年
ま
で
長
期
に
わ
た
り
桂
宮
家
廃
絶
に
関
与
し
、
と
り

わ
け
明
治
一
四
年
一
二
月
三
日
か
ら
十
九
日
に
は
桂
宮
家
の
「
跡
仕
舞
」
の
際
に
は
二

週
間
京
都
へ
滞
在
し
、
実
際
に
御
遺
物
の
検
品
を
行
っ
た
。

　

こ
の
段
階
で
多
く
の
桂
宮
家
が
所
持
し
て
い
た
も
の
が
形
見
分
け
や
払
い
下
げ
に

よ
っ
て
処
分
さ
れ
、
明
治
一
五
年
四
月
に
宇
田
淵
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
目
録
「
桂
宮

御
蔵
品
取
調
書
」
は
、
処
分
さ
れ
た
も
の
を
除
き
桂
宮
家
廃
絶
後
に
、
宮
内
省
の
管
轄

な
る
も
の
に
関
し
て
の
み
記
載
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

香
川
家
史
料
所
収
の
旧
桂
宮
家
史
料
は
、
検
品
の
際
に
香
川
敬
三
が
引
き
取
っ
た
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
直
接
的
な
記
述
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
来
歴

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
桂
宮
家
史
料
の
全
体
像
に
関
し

て
は
、
香
川
家
史
料
に
多
く
の
書
跡
類
が
残
存
し
、
井
上
侯
爵
家
に
い
く
つ
か
の
伝
来

品
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
に
、
宮
内
庁
に
伝
わ
る
品
々
や
現
在
所
在
が
分

か
っ
て
い
る
も
の
、
そ
し
て
、
巷
間
に
は
香
川
家
史
料
以
外
に
も
桂
宮
家
の
伝
来
品
は

現
存
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。
他
所
へ
分
か
れ
た
史
料
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
は
明
治
一
五
年
の
「
桂
宮
御
蔵
品
取
調
書
」
を
も
と
に
し
て
い
た
が
、
今
回
新

た
に
検
討
し
た
「
桂
宮
日
記
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
御
遺
物
之
留
」
も
桂
宮
家
廃
絶

段
階
で
の
桂
宮
家
伝
来
品
に
つ
い
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
像
を
復
元
す
る
の
に
有

効
な
史
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
書
陵
部
や
三
の
丸
尚
蔵
館
の
所
蔵
資
料
な
ど
と
比
較
検
討

　

明
治
一
九
年
二
月
一
二
日
、
桂
宮
の
称
号
が
宮
内
省
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

次
い
で
家
中
に
お
い
て
歴
代
の
霊
牌
と
三
尊
仏
も
菩
提
寺
で
あ
る
相
国
寺
に
預
託
さ
れ

た（
（5
（

。
同
月
二
八
日
に
は
、
宮
内
省
京
都
支
庁
を
廃
し
主
殿
寮
京
都
出
張
所
を
置
く
こ
と

で
、「
其
他
御
賄
料
残
額
金
并
御
道
具
雑
品
等
総
テ
帳
簿
記
載
ニ
照
準
ニ
テ
引
渡
相
濟
」、

宮
邸
と
諸
道
具
・
残
金
が
主
殿
寮
出
張
所
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
り（

（5
（

、
つ
い
に
桂

宮
家
の
歴
史
に
幕
が
お
り
る
。

　

桂
宮
家
令
で
あ
っ
た
宇
田
淵
は
、
明
治
一
九
年
二
月
よ
り
主
殿
寮
権
助
を
兼
ね
て
お

り
、

【
史
料
12（

（5
（

】

　
　

明
治
十
九
年
二
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　

宇
田
主
殿
権
助
へ
御
内
翰
案

　
　

�

拝
啓
今
般
官
制
御
改
革
、
支
庁
被
廃
京
都
主
殿
寮
出
張
所
被
置
候
ニ
付
テ
ハ
、
桂

宮
邸
ヲ
主
殿
寮
出
張
所
へ
引
渡
、
同
宮
家
扶
従
以
下
ヲ
差
免
セ
ラ
レ
候
様
、
貴
官

ニ
於
テ
御
処
分
有
之
度
、
此
段
申
入
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
内
次
官

　
　
　
　
　

宇
田
主
殿
権
助

　
　

�

追
テ
桂
宮
御
霊
祠
之
儀
ハ
以
来
主
殿
寮
出
張
官
吏
ニ
於
テ
永
ク
奉
齋
可
為
致
筈
ニ

付
、
御
含
ヲ
以
テ
御
取
斗
有
之
度
候
也
、

と
の
指
示
を
受
け
、
内
々
に
桂
宮
家
中
へ
「
近
々
同
省
ヘ
引
渡
可
申
ニ
依
リ
、
残
務
取

調
、
御
道
具
類
等
取
片
付
」
と
の
内
意
を
達
す
る
な
ど（

（5
（

、
桂
宮
家
の
終
幕
に
向
け
宮
内

省
側
の
立
場
と
し
て
尽
力
し
た
。
香
川
敬
三
は
、
明
治
一
九
年
二
月
五
日
に
皇
后
宮
大

夫
兼
主
殿
頭
・
諸
陵
頭
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
ま
で
宇
田
淵
と
共
に
桂
宮
家
の
廃
絶
に

伴
う
処
理
に
尽
力
し
た（

（5
（

。
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二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。
香
川
家
史
料
の
近
年
ま
で
の
整
理
・
調
査
内
容
に
つ

い
て
は
、
長
佐
古
美
奈
子
「
昭
憲
皇
太
后
を
支
え
た
父
娘
─
香
川
敬
三
・
志
保

子
史
料
の
紹
介
」（
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
紀
要『
神
園
』第
三
〇
号
、

二
〇
二
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
２
）	

上
野
秀
治
「
香
川
敬
三
が
見
た
明
治
宮
廷
の
欧
風
化
」（『
皇
學
館
大
学
史
料
編

纂
所
報
』
第
二
一
八
号
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
欧
州
留
学
中
の
香
川
志
保
子 

宛
父
香
川
敬
三
書
簡
（
一
）
～
（
四
）」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第

二
六
～
二
九
号
、
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
三
年
）
の
ほ
か
、
皇
學
館
大
学
の
紀
要

や
史
料
編
纂
所
報
に
掲
載
さ
れ
た
上
野
氏
の
多
数
の
先
行
研
究
、坂
本
一
登『
伊

藤
博
文
と
明
治
国
家
形
成
─
「
宮
中
」
の
制
度
化
と
立
憲
制
の
導
入
─
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）、
今
泉
宜
子
『
明
治
日
本
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
た

ち
』（
扶
桑
社
、
二
〇
一
四
年
）、
柗
居
宏
枝
「
昭
憲
皇
后
の
大
礼
服
発
注
を

め
ぐ
る
対
独
外
交
」（『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
第
一
八
号
、
二
〇
一
六

年
）、深
井
晃
子
「
幻
の
大
礼
服　

ジ
ャ
ン
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ウ
ォ
ル
ト
の
回
想
」

（
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
紀
要
『
神
園
』
第
二
九
号
、
二
〇
二
二

年
）、
長
佐
古
美
奈
子
「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察　

そ
の
（
一
）
─
現
在

に
続
く
イ
ギ
リ
ス
風
の
導
入
─
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
六
号
、

二
〇
二
〇
年
）、「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察　

そ
の
（
二
）
─
明
治
二
十
二

年
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
式
の
諸
様
相
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第

二
七
号
、
二
〇
二
一
年
）、「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察　

そ
の
（
三
）
─
大

婚
二
五
年
記
念
祝
典
・
皇
后
の
活
躍
─
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第

二
八
号
、
二
〇
二
二
年
）、「
宮
中
晩
餐
会
の
歴
史
的
考
察　

そ
の
（
四
）
─
明

治
三
三
年
皇
太
子
の
結
婚
か
ら
見
る
西
欧
化
─
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』

第
二
九
号
、
二
〇
二
三
年
）、
石
井
裕
「
宮
内
省
時
代
の
香
川
志
保
子
─
明
治

三
三
年
皇
太
子
御
婚
儀
を
中
心
に
─
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
八

号
、
二
〇
二
二
年
）、「
昭
憲
皇
太
后
の
洋
装
と
香
川
志
保
子
─
「
香
川
家
史
料
」

を
中
心
に
─
」（
明
治
神
宮
国
際
神
道
文
化
研
究
所
紀
要
『
神
園
』
第
三
〇

号
、
二
〇
二
三
年
）、
石
井
裕
・
梅
田
優
歩
「
香
川
志
保
子
の
小
松
宮
欧
州
巡

行
同
行
に
つ
い
て
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
八
号
、
二
〇
二
二

す
る
こ
と
で
、
そ
の
伝
来
と
関
係
性
を
よ
り
鮮
明
に
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
葬
儀
関
係
の
記
載
に
つ
い
て
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
淑
子
内
親
王
が
薨
去
し
て

か
ら
桂
宮
家
の
家
内
の
処
理
が
非
常
に
段
取
り
よ
く
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か

と
な
っ
た
。桂
宮
家
の
処
遇
に
つ
い
て
は
宮
内
省
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
内
に
お
い
て
、

淑
子
内
親
王
の
生
前
よ
り
事
前
に
準
備
が
な
さ
れ
、
薨
去
の
後
は
宮
家
を
廃
絶
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
、新
た
な
課
題
と
し
て
、

桂
宮
家
の
廃
絶
に
つ
い
て
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
提
示
し
て
お
く
。

　

香
川
家
史
料
中
の
旧
桂
宮
家
史
料
に
つ
い
て
整
理
調
査
を
進
め
て
お
り
、『
学
習
院

大
学
史
料
館
紀
要
』
本
号
に
は
「
香
川
家
史
料
所
収
旧
桂
宮
家
史
料
の
翻
刻
と
解
説
」

と
し
て
調
査
を
終
え
た
史
料
の
翻
刻
と
解
説
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
点
一
点
の
史
料
に

関
し
て
も
今
後
調
査
の
上
史
料
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

香
川
家
史
料
に
は
、
宇
田
淵
と
香
川
敬
三
の
書
簡
を
は
じ
め
と
し
て
淑
子
内
親
王
薨

去
の
際
の
周
辺
史
料
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
今
後
調
査
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
。

謝
辞

　

�

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
教
示
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

安
部
玄
将
、
上
野
秀
治
、
小
島
温
子
、
香
川
擴
一
、
香
川
和
敬
、

　

田
中
潤
、
手
倉
森
結
南
、
長
佐
古
美
奈
子
、
藤
田
美
季

　

ま
た
、
本
研
究
はJSPS

科
研
費 20K

00175

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）	

香
川
家
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
香
川
敬

三
履
歴
史
料
』（
皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
、
一
九
九
二
年
）、
同
編
『
図
録
・

香
川
敬
三
関
係
史
料
の
世
界
』（
皇
學
館
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四
年
）、
上

野
秀
治
『
香
川
敬
三
関
係
文
書
の
整
理
と
紹
介
』（
十
八
会
実
行
委
員
会
、
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（
11
）	

「
桂
宮
御
蔵
品
取
調
書　

明
治
一
五
年
」
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
史
料
番
号

70038

）

（
12
）	

前
掲
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
─
雅
と
華
麗
』
八
一
頁
。
三
の
丸
尚
蔵
館
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
七
点
が
『
井
上
侯
爵
家
御
所
蔵
品
入
札
』
に
よ
り
わ
か

る
旧
桂
宮
家
伝
来
品
と
そ
の
所
蔵
機
関
で
あ
る
。

	

聖
武
天
皇
宸
翰
（
大
聖
武
）
二
巻　

白
鶴
美
術
館
国
宝
（
井
上
目
録
82
、
83
）

	

後
鳥
羽
天
皇
宸
翰
ほ
か
有
花
歓
色　

六
幅　
（
熊
野
類
懐
紙
）（
井
上
目
録
28
～

33
）

	

後
鳥
羽
天
皇
、
源
家
長
、
藤
原
公
経
（
徳
川
黎
明
会
、
重
文
）、

	

藤
原
康
季
、
藤
原
永
房
（
個
人
、
重
文
）、
藤
原
信
綱
、

	

藤
原
定
家
筆
熊
野
御
幸
記　

建
仁
元
年
十
月　

三
井
文
庫　

国
宝
（
井
上
目
録

85
）

（
13
）	

前
掲
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
─
雅
と
華
麗
』
八
一
頁
。
三
の
丸
尚
蔵
館
の
調

査
の
な
か
に
「
万
葉
集
（
後
西
天
皇
宸
筆
目
録
、
明
暦
印
あ
り
）
一
七
冊　

書

陵
部
（
旧
香
川
家
）」
と
あ
り
、
か
つ
て
香
川
家
に
て
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
み

ら
れ
る
史
料
が
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
他
、
三
の
丸
尚
蔵
館
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

	

　

�

藤
原
有
家
一
品
経
懐
紙　

信
解
品
・
述
懐
（
後
西
天
皇
宸
筆
有
家
略
伝
）（
個

人
）
重
文

	

　

�

藤
原
範
宗
筆
懐
紙　

旅
宿
時
雨
・
故
郷
暁
月
（
後
西
天
皇
宸
筆
有
家
略
伝
）

北
村
文
化
財
団　

重
文

	

　

藤
原
範
光
筆
懐
紙　

初
秋
月
（
あ
き
あ
さ
し
）（『
古
筆
大
辞
典
』
記
述
）

	

　

伝
藤
原
俊
賴
筆
古
今
集
巻
第
九
断
簡
（
蝋
箋
）（
甲
斐
国
に
）（
個
人
）
重
文

	

　

�

慈
円
筆
開
始　

法
華
経
詠
寿
量
品
和
歌
（
か
も
し
ら
す
）
奈
良
国
立
博
物
館

（
旧
個
人
）
重
文

	
　

�
伝
藤
原
公
任
筆
大
色
紙
（
さ
つ
き
や
み
）
東
京
国
立
博
物
館
（
旧
個
人
）
重

文
	

　

�
万
葉
集
（
後
西
天
皇
宸
筆
目
録
、
明
暦
印
あ
り
）
一
七
冊　

書
陵
部
（
旧
香

川
家
）

年
）、
梅
田
優
歩
「
香
川
志
保
子
滞
英
日
記
」（『
皇
學
館
史
学
』
第
三
六
号
、

二
〇
二
一
年
）、「
香
川
志
保
子
欧
州
巡
行
日
記
（
一
）
～
（
三
）」（『
皇
學
館

史
学
』
第
三
七
～
三
九
号
、
二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年
）
な
ど
。

（
３
）	

上
野
秀
治
『
香
川
敬
三
関
係
文
書
の
整
理
と
紹
介
』（
十
八
会
実
行
委
員
会
、

二
〇
一
九
年
）

（
４
）	
「
伏
見
天
皇
御
集
断
簡
」
で
あ
る
「
広
沢
切
」（
史
料
№20732

）、「
霊
元
天

皇
御
宸
筆
」（
史
料
№20642, 20750

）、「
後
水
尾
天
皇
御
宸
筆
」（
史
料
№

20437
）
が
出
陳
さ
れ
公
開
さ
れ
た
。
な
お
、
学
習
院
大
学
史
料
館
令
和
二
年

（
二
〇
二
〇
）
秋
季
特
別
展
示
「
筆
が
織
り
な
す
皇
室
の
美
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
展
覧
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
公
開
さ
れ
た
。

（
５
）	

「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」『
桂
宮
家
実
録　

第
七
巻
』（
ゆ
ま
に
書
房
、二
〇
一
七
年
）

（
６
）	

「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」『
桂
宮
実
録
第
七
巻
』（
株
式
会
社
ゆ
ま
に
書
房
、

二
〇
一
七
年
）
三
二
七
～
三
三
〇
頁

（
７
）	

「
檜
図
屏
風
」「
山
水
図
屏
風
」「
立
花
図
屏
風
」「
秋
草
白
菊
図
屏
風
」

（
８
）	

太
田
彩
・
平
林
盛
得
「
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
品
に
つ
い
て
」
宮
内
庁
三
の
丸

尚
蔵
館
展
覧
会
図
録
№
13
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
─
雅
と
華
麗
』（
宮
内
庁
、

一
九
九
六
年
）
六
三
～
八
一
頁
を
参
照
し
た
。
御
物
と
図
書
寮
か
ら
書
陵
部
に

引
き
継
が
れ
た
品
々
は
、
桂
宮
旧
蔵
品
と
し
て
そ
の
伝
来
が
明
ら
か
な
ま
ま
に

整
理
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
主
殿
寮
で
管
理
さ
れ
て
い
た
品
々
は
、「
桂
宮
家

旧
蔵
品
と
し
て
一
括
に
ま
と
ま
っ
た
方
法
で
は
な
く
、
形
状
や
用
途
に
従
っ
て

主
殿
寮
管
理
の
他
の
品
々
と
混
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
時
々
の
御
文
庫
整
理
の

際
に
収
納
場
所
が
移
動
さ
れ
、
ま
た
台
帳
が
移
し
替
え
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
、

他
資
料
の
記
録
や
作
品
の
箱
な
ど
に
判
断
で
き
る
記
載
が
な
い
限
り
、
旧
桂
宮

家
旧
蔵
と
い
う
伝
来
が
消
滅
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
主
殿
寮
か
ら
引
き
継

い
だ
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
が
そ
の
伝
来
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い

た
」、
そ
れ
を
平
成
八
年
に
三
の
丸
尚
蔵
館
が
整
理
・
調
査
し
伝
来
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

（
９
）	

前
掲
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
─
雅
と
華
麗
』
四
頁

（
10
）	

東
京
美
術
倶
楽
部
『
井
上
侯
爵
家
御
所
蔵
品
入
札
』（
一
九
二
五
年
）
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（
33
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
二　

明
治
一
四
年
」
第
四
七
号　

御
墓
所
、
第
四
九
号　

御

墓
標
認
方

（
34
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
四
年
一
〇
月
二
四
日
条

（
35
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
四
年
一
一
月
一
六
日
条

（
36
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
」
第
四
六
号　

御
跡
仕
舞
ノ
為
香
川
太
夫
出
張

（
37
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
四
年
一
二
月
三
日
条

（
38
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
四
年
一
二
月
八
日
条

（
39
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
四
年
一
二
月
一
三
日
条

（
40
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
」
第
四
五
号　

御
不
用
品
払
下
ケ
代
価
書
及
目
録

（
41
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
二　

明
治
一
四
年
」
第
四
五
号　

御
不
用
品
払
下
ケ
代
価
書

及
御
品
物
目
録

（
42
）	

「
桂
宮
日
記
」
詳
細
は
、
明
治
一
四
年
一
二
月
二
一
日
条
の
後
に
収
録
さ
れ
る
。

（
43
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
四
年
一
二
月
一
四
日
条

（
44
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
二　

明
治
一
四
年
」
第
四
六
号　

御
跡
仕
舞
ノ
為
香
川
太
夫

出
張

（
45
）	

「
桂
宮
日
記
」
詳
細
は
、
明
治
一
四
年
一
二
月
二
一
日
条
の
後
に
収
録
さ
れ
て

い
る
。

（
46
）	

こ
の
と
き
明
治
天
皇
へ
献
上
さ
れ
た
御
遺
物
に
つ
い
て
は
「
桂
宮
御
葬
儀
録
」

に
詳
細
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
時
献
上
さ
れ
た
「
御
釼
類
」
は
二
八

点
あ
る
。
こ
の
目
録
に
つ
い
て
も
「
桂
宮
御
葬
儀
録
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）	

「
桂
宮
日
記
」
御
遺
物
之
留

（
48
）	

「
桂
宮
御
蔵
品
取
調
書　

明
治
一
五
年
」
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
史
料
番
号

70038

）。
宇
田
淵
の
押
印
の
あ
る
原
本
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
桂
宮
御
葬
儀
録

二　

明
治
一
四
年
」
に
「
四
八
号　

桂
宮
御
蔵
品
調
書
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て

い
る
。

（
49
）	
「
桂
宮
御
葬
儀
録
二　

明
治
一
四
年
」
第
四
八
号　

桂
宮
御
蔵
品
調
書

（
50
）	

「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」
三
二
七
頁

（
51
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
六
年
一
一
月
五
日
条

（
52
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
九
年
二
月
二
七
日
条

（
14
）	

「
学
習
院
大
学
史
料
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
№
43
」（
学
習
院
大
学
史
料
館
、

二
〇
二
〇
年
）

（
15
）	

前
掲
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
─
雅
と
華
麗
』
七
九
頁

（
16
）	

表
具
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
は
現
在
も
香
川
家
に
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
可

能
性
も
あ
る
。

（
17
）	
前
掲
『
旧
桂
宮
家
伝
来
の
美
術
─
雅
と
華
麗
』
三
八
頁
、
四
三
〜
四
五
頁

（
18
）	

前
掲
「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」、
二
四
七
頁

（
19
）	

前
掲
「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」
二
四
八
頁
。
こ
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
桂
宮
家

は
明
治
九
年
五
月
三
日
に
禁
中
御
文
庫
御
物
の
う
ち
で
釣
鏡
、
花
生
、
屏
風
等

九
点
を
拝
領
し
て
い
る
。

（
20
）	

前
掲
「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」
二
五
八
頁

（
21
）	

上
野
秀
治
「
香
川
家
文
書
と
香
川
敬
三
の
履
歴
」（『
香
川
敬
三
履
歴
史
料
』

一
九
九
二
年
）
一
四
頁

（
22
）	

同
右
。

（
23
）	

黒
田
譲
「
宇
田
栗
園
」『
名
家
歴
訪
録
中
編
』（
一
九
〇
一
年
）（
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：https://dl.ndl.go.jp/pid/778769/1/1

）

（
24
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
二　

明
治
一
四
年
」
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
史
料
番
号604-2

）

第
五
〇
号　

桂
宮
薨
去
一
件
略
記

（
25
）	

宮
内
省
臨
時
帝
室
編
修
局
編
『
明
治
天
皇
紀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）

明
治
一
四
年
一
〇
月
三
日
条

（
26
）	

「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」
三
一
二
頁

（
27
）	

「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」
三
一
二
頁

（
28
）	

「
桂
宮
日
記
」（
国
文
学
研
究
資
料
館　

国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
：https://

kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100328523/1?ln=ja

）
明
治
一
四
年
一
〇
月
七

日
条

（
29
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
」『
淑
子
内
親
王
実
録
三
』
三
一
二
頁

（
30
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
」『
淑
子
内
親
王
実
録
三
』
三
二
一
頁

（
31
）	

「
桂
宮
御
葬
儀
録
二　

明
治
一
四
年
」
第
四
四
号　

京
都
府
属
官
御
用
勤
仕

（
32
）	

「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」
三
一
二
頁
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（
53
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
九
年
二
月
二
八
日
条

（
54
）	

「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」
三
三
二
頁

（
55
）	

「
桂
宮
日
記
」
明
治
一
九
年
二
月
一
二
日
条

（
56
）	

「
淑
子
内
親
王
実
録
三
」
三
三
二
～
三
三
三
頁
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